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歴史民俗資料館 ８月のイベントについて 

 

資料館では、８月も様々な楽しいイベントを開催し、皆様の来館をお待ちしています。 

現在開催中の第９回 企画展「織物の歴史とその道具－糸から布へ―」の関連イベント

として、８月２０日（土）、２８日（日）の２回にわたり、藍染の染料となるタデアイの

葉を煮出して毛糸を染め、縄文時代からの伝統技法（アンギン編み）でミニ敷物を作る

体験を行うほか、２７日（土）には第９回企画展の内容を詳しく扱った「名取の歴史講

座」を開催します。また、２１日（日）には「まいぎり」という道具を使って行う「火お

こし体験」を開催しますので、ご家族・ご友人などお誘いあわせの上、是非ご参加下さい。 

 

 

１．タデアイ煮出し染め・ミニ敷物（アンギン編み）づくり体験 

○内  容：藍染の染料となるタデアイの葉を煮出した汁で毛糸を青く染め、その糸を使って縄文

時代からの伝統的な技である「アンギン編み」の手法で、およそ１０ｃｍ四方のミニ

サイズのオリジナル敷物を作る体験です。計２回にわたって行う体験メニューです。 

○日  時：【１回目】８月２０日（土） １３：３０～１５：００ 

      【２回目】８月２８日（日） １３：３０～１５：３０ 

○場  所：資料館 体験学習室 

○参 加 料：１００円（材料費） 

○定  員：１０名（先着順） 

   ○申  込：７月３０日（土） 午前９時から直接または電話で申し込みください。 

 

 

２．令和４年度 第２回「名取の歴史講座」 

○内  容：第９回 企画展の内容も踏まえながら、糸・布・織物などに関わるくらしなどについ

て資料館職員がお話します。 

○日  時：８月２７日（土） １３：３０～１４：３０ 

○場  所：資料館 体験学習室 

○参 加 料：無 料  ○定 員：４０名（先着順） 

○申  込：８月１３日（土） 午前９時から直接または電話で申し込みください。 

 

 

３．体験イベント 火おこし体験 

○内  容：「まいぎり」という道具を使い火種をつくり、火をおこしてみる体験です。昔の人が

どのように火をおこして暮らしていたのか、その方法や難しさなどを体験します。 

○日  時：８月２１日（日） １３：３０～１５：３０ 

○参 加 料：無 料  〇定 員：１０組（先着順） 

   ○申  込：８月６日（土）午前９時から直接または電話 

でお申し込みください。（先着順） 

問い合わせ先 

名取市歴史民俗資料館 

担 当：鴇崎（ときざき） 

電 話：022-724-7935 
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